
・自転車通学生のマナー、大型店
舗等での言動等、生徒のモラル・
マナーに関する苦情が寄せられ
る。 
・生活基盤に課題を抱えている家
庭もある。 
・地域住民は地域の学校として注
目しており協力的である。 

道徳教育の全体計画       和歌山県立有田中央高等学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係法令等 

 ・日本国憲法 ・教育基本法 
・学校教育法 ・学習指導要領 
・県教育振興基本計画 

生徒の実態 

 

学習指導要領 

学校や地域の実態 

 

保護者の願い 

 ・目標をもち明るく積極的に学校 
生活を送る。 

・生活習慣を確立しモラル・マナ 
ーを身につける。 

・確かな基礎学力を身につける 
 

学校教育目標 

 ・生徒一人一人の個性を伸ばし、自ら学ぶ能力 
や、未来を切り拓く創造力の育成をはかる。 

・国際社会に生きる人間として基本的人権を守 
り、自らを律し、社会から信頼され、社会に貢 
献できる人材の育成をはかる。 

・自然体験や社会体験を通じて、「ものを育てる 
心・思いやりの心」「望ましい自然環境・社会 
環境作りができる力」の育成をはかる。 

人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を
家庭、学校、その他の社会における具体的な
生活の中に生かし、豊かな心をもち、伝統と
文化の創造を図るとともに、公共の精神を尊
び、民主的な社会及び国家の発展に努め、他
国を尊重し、国際社会の平和と発展や環境の
保全に貢献し、未来を拓く主体性のある日本
人を育成するため、その基盤としての道徳性
を養うことを目標とする。 

道徳教育の重点目標 

 ○ 自己有用感の育成（生徒の心に火をつける） 
○ 生活習慣および基本的学習姿勢の確立と自主・自律 
の精神のもとに規律と責任を優先できる人間の育成 

○ 集団への帰属意識・連帯感、奉仕の精神をもって 
積極的に地域社会に参画していく人間の育成 

学年ごとの重点目標 

 １年 お互いに高め合い規律のある集団を構築 
し､健全な規律意識と自己肯定感をもった、 
心身ともに自律した生徒の育成を図る。 

２年 自己を大切にし、他者を思いやる心を持っ 
た生徒の育成を図る。定期的にアセンブリー 
を実施し、集団生活に於ける規律ある行動に 
ついて学ばせ、責任ある行動のとれる人間形 
成を目指す。 

３年 今まで学習したことや家庭･地域で養った 
社会規範を基礎とし、積極的に地域社会に 
参画することにより関わり方や、いかに貢
献できるかを考え、行動できる生徒の育成
を 
図る。 

国  語：基礎的な知識の習得を図るとともに、読解力や表現力を伸ばし、自己を
見つめ、他者とのつながりを考える態度を育てる。  

各 教 科 特別活動 

地歴公民：国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家、社会の一員として必要
な能力と資質を養う。                      

 

情   報：情報の収集･発信やネットワーク利用の心構えを学び､情報社会に必要
な情報リテラシーやモラルを養う。  

数  学：筋道立てて考察する力を習得させ、正しい判断力の育成を図る。 

 

外 国 語：外国語を通じて言語や文化に対する理解を深め積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を図り情報や考えなどを的確に理解したり適切に
伝えたりするコミュニケーション能力を養う。 

理  科：自然に対する理解を深め、科学的なものの見方や探求方法を習得させる。 

保健体育：身体活動を通して心身の健全な発達をはかるとともに集団活動の中でﾙ
ｰﾙや他者との関わりを学び社会に適応できる育成を目指す｡  

芸  術：芸術の幅広い活動を通して、見方・考え方を働かせ、生活や社会の中
の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。 

家   庭：家族･家庭の意義や社会との関わりについて理解させるとともに男女
が協力し主体的に家庭､地域の生活を創造する能力､態度を育てる。 

商  業：ビジネスの諸活動を主体的・合理的かつ倫理観をもって行い、経済社
会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。  

 

農   業：作物を育てることを通じて生命の大切さ、食の大切さを学び自然や人
間を大切にする豊かな心を養う。 

福  祉：授業や実習を通して､個人の尊厳を尊重する態度や、コミュニケーショ
ン能力を育成する。 

部 活 動 

異校種との連携 

学校の環境の充実 

・各種案内で保護者に道徳教育の目標や内容について伝え、授業参観や、 
生き方在り方等地域の方（ｹﾞｽﾄ）へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ学習を通じて、家庭･地域 
の理解と協力を図る。 

・地域コミュニティーとの連携を密にし、様々な取組への協力を促す。 

家庭・地域との連携 

・自主的､自律的な態度を育成するために基本的生活習慣を身につけさせ 
自己管理能力を育成するとともに自己責任に関する考え方を深めさせる 

・他者とのつながりを大切に、相互理解を深め、個人の尊厳や基本的人権 
を尊重する精神、態度を育成する。 

生徒指導などにおける関連 

各 分 掌 
教 務 部 
・基本的な学習姿勢の育成と、基礎学力向上 
への取組の充実。 

・読書意欲を喚起し、豊かな心・主体的な学 
び・正しい判断力を育て、そのための整備 
にも努める。 

進路キャリア部 
・自身の課題について知るとともに、課題 
解決に向け主体的に行動できる力を養う。 

・様々な人との関わりを通じて、自己有用感
を高めるとともに、他者理解を深化させ自
己肯定感へと繋げる。 

生徒指導部 
・基本的生活習慣の身に付いた自律的行動、 
規範意識を育てる。 

・自他の生命の安全と人格を尊重する心を 
育成する。 

生徒支援部 
・生徒会、部活動、委員会活動など自主活動 
を通して心身ともに豊かな人格を育成する。 

・生徒の健康増進を図る。 
総務企画部 
・PTA や地域との連携を図り、地域に貢献で 
きる生徒を育成する。 

総合的な探究の時間 

・人々に信頼され､地域で活躍できる人材 
（地域社会の中核を担う若者を育てる） 

目指す生徒像 

 

・基本的な生活習慣の確立ができ
ていない生徒、不登校等課題を抱
えた生徒もいる。 
・基礎学力の定着と個々に応じた
指導が必要な生徒が多い。 

・明るく素朴な人なつこい生徒が
比較的多い。 

自立活動：他者･自己理解を深め、主体的に自己の力を可能な限り発揮し、よりよ
く生きていこうとする態度を育てる。  

 


